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超マフィック岩中の極細粒断層岩mylonitic pseudotachylyteの変形機構
The deformation mechanisms of ultramafic ultrafine fault rock ”mylonitic pseudotachy-
lyte”
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粒径の減少は岩石の弱化に大きく寄与するため、マクロに見た岩石変形の大部分を細粒な剪断帯が担うということが
あり得、剪断集中のメカニズム・細粒物質のレオロジーが地球科学上重要である。細粒で塑性変形した天然に産する変
形岩と言えばマイロナイトであり、特に再結晶で形成したネオブラスト量比の多いウルトラマイロナイトが変形集中帯
を表すと考えられ重要である。
　本発表ではイタリア北西部 Balmucciaかんらん岩に産するシュードタキライト及び、ウルトラマイロナイト様組織を

持つシュードタキライト（以下これをmylonitic pseudotachylyteという作業的用語で呼ぶ。再結晶を被ったシュードタキ
ライトは動的再結晶細粒化によってのみ形成した狭義のマイロナイトとの弁別が難しい場合が多く、発表者らはシュー
ドタキライト由来が強く示唆されるマイロナイトを上記用語でグルーピングして研究している。）、つまりいずれも断層
の地震による溶融を経て形成した断層岩、を紹介し、その細粒剪断帯としての変形を議論する。
　 Balmucciaかんらん岩は主にスピネルレルゾライトから構成される。同岩体にはシュードタキライトや mylonitic

pseudotachylyteからなる断層、及び溶融していないマイロナイト剪断帯などがネットワーク状に発達する。シュードタ
キライトは一般に断層脈と注入脈から構成されるが、調査地域では溶融由来の組織をよく残したシュードタキライトほ
ど注入脈ネットワークが発達し、断層物質の組織が mylonitic pseudotachylyte組織に近づくほどその断層の注入脈が稀
になるという傾向がある。このため、mylonitic pseudotachylyteが溶融由来であるとの認定は難しいが、溶融由来組織と
mylonitic pseudotachylyte組織を同一断層面上に持つ断層がまれにあり、今回紹介するmylonitic pseudotachylyteは総合的
な判断から溶融を経て形成したものであると言える。また、mylonitic pseudotachylyte断層の壁岩ではしばしば、断層に
向かってのかんらん岩の動的再結晶細粒化の進行が見られる。この、壁における動的再結晶ネオブラスト部は、かんら
ん石、斜方輝石、単斜輝石、スピネル、ホルンブレンドから構成される。
　Mylonitic pseudotachylyteはポーフィロクラスト状のクラスト（かんらん石、スピネル、輝石）と極細粒の基質から

なる。基質は、粒径 submicron～数 micron程度で、かんらん石、斜方輝石、単斜輝石、スピネル、ホルンブレンド、±
斜長石、ドロマイト、少量の硫化物、からなる多相混合物である。これらの鉱物の粒界はしばしば三重会合点を形成し、
細粒ではあるながらもほぼ組織平衡に達していると判断できる。
　Mylonitic pseudotachylyteと一部再結晶した溶融由来組織を残しているシュードタキライト共通の組織に、われわれ

が「Opxフリンジ」と呼んでいる組織がある。これはかんらん石結晶表面のある特定の面方向にのみ斜方輝石が形成す
るという組織である。Opxフリンジは、かんらん石に向かって凸な粒界を持っている細粒な斜方輝石結晶の集合体であ
り、大きなかんらん石結晶のまわりほど厚く成長している。変形・再結晶の程度の小さいシュードタキライトでは基質・
クラストともにOpxフリンジが見られ、mylonitic pseudotachylyteではポーフィロクラストかんらん石にのみOpxフリン
ジが見られる。注入脈をもったmylonitic pseudotachylyte断層では、変形の小さい注入脈部基質においてOpxフリンジに
よるかんらん石-斜方輝石互層構造が見られるが、変形の大きな断層脈部基質においてはそのような構造は見られず構成
鉱物がランダムに分布し、粒径も細粒になっている。（このことから、Opxフリンジ構造は変形によって破壊され、より
ランダムな、細粒な構造に変化していると考えられる。）また、Opxフリンジは異方的に発達しているため、変形時の応
力ないし歪を駆動力にして、ないしは感じながら形成したものと考えられる。
　 Mylonitic pseudotachylyteのもうひとつの特徴は、基質のかんらん石が結晶定向配列を持つことである。Mylonitic

pseudotachylyte基質には、この結晶定向配列と調和的な、集合的な光学的異方性が偏光顕微鏡観察によって認定できる。
複数回の地震活動を記録した断層においてはより古いmylonitic pseudotachylyte部がより顕著な光学的異方性を示す。
本発表ではこれらの組織を紹介しつつ、その形成条件・変形プロセスについて議論する。
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